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は
じ
め
に 

 

当
研
究
所
で
は
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
六
月
よ
り
社
会
福
祉
法
人
・
錦
華
学
院
の
所
蔵
史
料
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
調
査

に
お
い
て
、
錦
華
学
院
の
前
身
で
あ
り
、
日
本
で
二
番
目
に
開
設
さ
れ
た
感
化
院
で
あ
る
東
京
感
化
院
に
関
す
る
一
次
史
料
を
多
数
確
認
の

上
、
整
理
、
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
来
、
研
究
所
で
は
『
感
化
院
事
業
の
社
会
史
的
研
究
』
（
平
成
一
七
～
一
九
年
度
）
、
『
東
京
感
化

院
の
総
合
研
究
』
（
平
成
二
〇
～
二
二
年
度
）
と
い
う
課
題
目
で
共
同
研
究
班
を
組
織
し
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
学
術
研
究
振

興
資
金
の
交
付
を
受
け
（
平
成
一
七
～
二
〇
年
度
）
、
そ
の
全
容
解
明
に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。 

 

こ
れ
ら
史
料
の
う
ち
、
院
の
運
営
を
知
る
上
で
最
も
重
要
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
全
体
の
分
量
の
半
分
あ
ま
り
を
占
め
る
日
誌
類
全
四
一
冊
に

つ
い
て
は
、
『
東
京
感
化
院
関
係
史
料
集
』
(1)
～
(14)
（
二
〇
〇
六
～
一
〇
年
）
に
翻
刻
を
公
開
し
た
。
そ
し
て
、
(15)
（
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、

規
則
類
を
翻
刻
収
録
し
、
(16)
（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、
『
東
京
感
化
院
月
報
』
の
一
号
か
ら
三
一
号
の
う
ち
、
錦
華
学
院
に
お
い
て
欠
本
と
な
っ

て
い
る
八
冊
を
除
い
た
二
三
冊
を
翻
刻
収
録
し
た
。
さ
ら
に
、
前
号
の
(17)
（
『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
三
年
所
収
）
に

〈
史
料
紹
介
〉 
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お
い
て
は
、
『
東
京
感
化
院
月
報
』
の
三
二
号
よ
り
五
五
号
の
う
ち
、
欠
本
と
な
っ
て
い
る
四
九
号
と
五
二
号
を
除
い
た
二
二
冊
を
復
刻
収
録

し
た
。
本
稿
で
は
、
五
六
号
か
ら
六
六
号
の
月
報
の
う
ち
、
錦
華
学
院
に
お
い
て
欠
本
と
な
っ
て
い
る
六
五
号
を
除
い
た
一
〇
冊
を
復
刻
収
録

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
五
六
号
に
一
頁
、
六
六
号
に
二
頁
の
欠
落
が
あ
る
他
、
数
カ
所
に
切
抜
部
分
が
存
在
す
る
。 

 

今
回
、
復
刻
を
収
録
す
る
一
〇
冊
の
月
報
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
よ
り
明
治
四
一
年
一
一
月
の
二
年
間
に
わ
た
る
時
期
の
発

行
で
あ
り
、
編
輯
兼
発
行
者
は
岡
西
繁
三
郎
、
発
行
所
は
羽
澤
文
庫
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
東
京
感
化
院
は
、
静
岡
分
院
・
家
庭
農
業
苑
開
設

（
明
治
四
〇
年
二
月
一
一
日
開
院
式
）
の
時
期
に
あ
た
り
、
月
報
に
お
い
て
も
こ
れ
に
関
す
る
話
題
が
度
々
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
月
報
五
六
、

五
七
号
に
よ
れ
ば
、
第
二
代
院
長
高
瀬
紹
卿
は
、
明
治
三
九
年
一
二
月
一
四
日
に
近
藤
輔
宗
を
訪
問
し
、
農
業
部
設
置
に
関
し
て
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
同
氏
が
所
有
し
て
い
る
静
岡
県
田
方
郡
三
島
付
近
の
地
所
と
家
屋
を
無
条
件
で
提
供
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
い
う
。
そ
し
て
同
年
一

二
月
二
〇
日
に
鈴
木
充
美
弁
護
士
の
立
会
い
の
上
、
同
氏
と
契
約
を
交
わ
し
、
静
岡
分
院
の
敷
地
に
な
っ
た
と
い
う
（
静
岡
県
田
方
郡
錦
田
村
字

川
原
ヶ
谷
、
反
別
二
町
五
反
七
畝
十
三
分
、
家
屋
二
棟
・
建
坪
七
十
坪
余
）
。
そ
の
後
、
静
岡
分
院
が
い
つ
ま
で
存
続
し
て
い
た
か
は
、
明
治
四
二
年

以
降
の
月
報
が
現
存
し
な
い
た
め
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
四
五
年
六
月
に
高
瀬
真
卿
が
東
京
感
化
院
を
佐
野
前
励
師
（
日
蓮
宗
宗

務
院
総
監
）
に
譲
渡
す
る
頃
に
は
、
感
化
院
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
当
研
究
所
専
任
研
究
員
） 

註 （
１
）
そ
の
後
も
、
高
瀬
真
卿
は
別
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
青
木
と
み
「
彼
の
こ
ろ
」
原
稿
（
掲
載
誌
名
不
明
、
執
筆
年
不
明
（
真
卿
没
後
）
、

淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
）
参
照
。 




